Study on the Characteristics of the Air Sampler by 石堂, 正三郎 et al.
大阪Ili..iL家政学部紀要・第12.{:!(1964) 
Uヨ紙式AirSamplerの機能と
特性について
石堂正三郎 ・中野靖子 ・西川加祢
Study on the Characteristics of the Air4 Sampler 
By 5HOSABURO ISHlDo， YASUKO NAKANO and KANE NrsHlKAwA 
1.序
- 67-
大都市，産業都市などに発生している公害問題は国民の生活，健康の上K各種の障害を与え，もは
やゆるがせに出来ない大きな社会問題となった。大気汚染については「ばい煙の排出の規制等に関す
る法律jが昭和37年6月に公布，12月iζ施行されて，具体的な規制がその緒についたといえるであろ
つ。
字部l仰とあっては企業，研究者，自治体などの大きな協力で煤煙の排出制御，設備の改善が数年間
熱心に継続され，その結果，降下煤践は大巾に低減したというような成果が報告されている。
しかし一方では新たに四日市の石油コンビナート周辺の公害が問題化するなど公告が国民の上iζ大き
な影となっておおいかぶさっていることは否定出米ない。
2医者が従*~物|勾のt手続陸濃度を外気とのI)\l ;iiliのもとに測定調査した結果では， I刷出の多い，周lち
自然換気量の大きい住宅内では勿論のとと，気密な事務所建築内でも建物内の微小な浮瀞陸;挨の変動
推移は全く外気のそれに影響支配されている乙とを指摘した(1)(2)。気密な建物内の浮滋盛の変動に
は外気からの tinelag及び外気の変動巾に対しての変動巾の縮減等が見られるが，労研式E返挨計に
よる微細陪などはその24時間平均値をとると気密il物内と外気とで殆んど一致しているのが一般であ
る。 X，"首公UI~J!話機を1'd1.lJ してのさを調ピル内でも作動l時には相当高率な除臨効:l.Rがム1られるが， 停止
時には全く外気lζ追随した変動型になる乙となども明らかにした山。
以上の4~実にかんがみ大阪市内において年聞を通じての浮滋陸挨の実熊と気象必ぷとの闘i単位等の
解析を行う目的で昭和活年 9 月~39年 9月の期間炉紙式 Air 5初 plerによる測定を行った。
我国各都市においても現在大気汚染iζ関して各種の調査研究がなされているが，その方法はDepo-
sit Guage による降下煤燈の測定が300例処， Air Sampler， 502濃度その他lζよる継続的測定が20
個処ほどという。
j戸紙式 AirSampler によるj手跡陸の測定は米国でも広く採用されているようで H25の測定用の
ものなどもある。
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筆者は建物内の空気汚染の研究という目的から従米の一連式のAirSamplerを二連式1(.改良させ
即ち外気と建物内を同時に一台の計器で測定出来るようにして数年前から研究室，調査偲処で使用し
ている。(写真参照)
本計~による浮紡盛の実熊， 又，計器の特性についてはこ， 三の報告を行ったが仙 ， 今回それに
加え更めて計器の特性についての検討を行ったので報告する。
2.検討結果
炉紙式 AirSamplerは現在我国でも数社において製作，使用されているがその機構は殆んど同じ
である。 大気汚染研究者は主と して一連式を，筆者のような建築環境工学の研究者は二連式のものを
利用しているようである。
本計器は自動的K継続測定が行える便利さがあるが
浮務塵挨の捕集には炉紙を使用し，その濃度の測定は
光学的方法によっている乙とは問題を含む。しかし乙
れに代るべき簡易な方法がないとすればその測定性能
をより高め，特性を明らかにしておく ととが必要であ
る。
写真 1ニ速式 AirSampler 
使用計器は紀本製のニ述式及び一連式済紙式 AirSamplerで済紙は東洋炉紙No.1と使用した。
濃度指数の測定は|政座した炉紙の反射率の減少皮によった。 労研式座竣計による測定は斜!照射法，
400倍で計数した。
2 •1. 吸引口に風をあてた場合の浮滋鹿吸引に及ぼす影響について
戸外lζは恒』ζ嵐がある。従って Air.Sampler によって外気浮世寄盛濃度を測定する場合iζ盛挨のl政
引にとの風が影響するのではないかというととが考えられる。即ち，風速が相当あった場合には吸引
口から浮滋塵が吸引されずに結果的には同じ濃度でも無風状熊のものに比較して低濃度になるのでは
な川かという問題である。使用した計器に内径1.2c閣のビニーJレ管をつけ10l /minの割合で吸引す
ると管内の風速は 1.5m/sec程度になる。米国の A.1. S. 1. Air Samplerは 25ft3/ min (17.7 l / 
min)で我国のより吸引量は大きくなっている。 これが風を考慮してのものかどうか不明であるが，
室内外の浮在住盛濃度を比較する場合などに外気風速に彰響されては不都合である。 l汲引パイプの長さ
についても問題であるが，これについては三浦氏は 15m位迄はパイプに付着してしまう という ζ と
はないとしているゆ》。
以上のととから議内において二述式 AirSampler の一方のパイ プl汲引口に扇風機によ り )ili~を与え
他方のパイプは無風状熊の例処におき，ともに本計総の基準の10t /minの吸引量で吸引したものの
叫度を比較した結果が図 1 ~図 4である。
要約して述べると，
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i. 2.8~7.0nn/sec の風速の範囲で測定比較したが，やはり無風状熊の吸引口からの濃度がやや高
い傾向があるが大きいものではない。
i. 大阪市の全年平均風速は次表のように2.7nn/secである。
大阪の毎月平均風速(大阪気象台観測l値)
月 1 1月 1 2月 13月 14月 15月 16月 17月 1 8月 19月 110月 111月 |悶 1金年平均
風速 (mj附 1 3. 1 1 3. 0 1 3. 0 1 2. 9 1 2. 7 1 2. 6 1 幻 I 2. 6 1 2.5 1 2.3 I 2.5 1 3.0 1 2.7 
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検討結果によると ζの程度の風速では測定結果に特に考・慮すべき程度の影響は見られないといえ
る。
111 以上の結果がどの様な理由に基づくかについては次のように考えられる。 外気浮滋鹿漉度が
外気風速と大きな関連をもっているととは明らかで，風速の大きい日時には大巾に低減している
乙とは実証した。叩 乙れは汚染大気が風により大きく稀釈されている乙とによるものである。
乙れに対して吸引口iζ局部的な風が当っている場合には吸引量は少し減少するが， 乙れを10t / 
minと補正した場合には無風口からの吸引濃度と殆んど相途が見られない。 ζれは風によって
同じ状況の空気が撹f1'されているだけのためと考えられる。従って特に大きい紋子，風速が特iζ
大きい場合などを別にすれば，外気と室内との比較等の場合，外気風速を特lζ考慮にいれなくと
もよいであろうと考えられる。
2 • 2. Air Samplerの潰度指数と塵挨濃度の相関について
本計器は勿論I i戸紙式の陸挨計は殆んど座挨濃度を光学的iζ計測し濃度指数として示している。従
って炉紙と乙れに捕集さーれた塵挨の校度，反射率，色彩等により濃度指数が影響される乙とは当然で
これについては前にもいささかの検索を加えたm。
我国をはじめ諸外国でも陸挨濃度の許容度は一定容積の空気中の座談偶数或いは重量lζよっている
従って AirSampler Iとより得られた指数がとれらとどの様な相関，対応を示すかは基本的に重要な
問題の一つである。乙れについては研究結果も示きれていが叩必ずしも首肯しかねるものである。
筆者は更めて労研式塵換計との対比を行ってみた。しかし両測定計器には本質的な特性の相違があり
労研式塵挨計で捕集されるものは主に 1μ或いはそれ以下の微細枝子でありI Sampler炉紙では 1μ
以下の粒子は図51ζ見られるように大部分通過して捕集されないとされている。(91 
乙れから考えても両者による測定結果は必ずしもー
致しないとは考えられるがI i手滋座検の濃度の変動lζ
応じてI 1μ以上或いは以下の粒子の分布も比例して
存在すると考えてもよいであろう。
方法は AirSamplerの吸引口の近くで15分間隔，
即ち1時間4国労研式態挨計による測定を行い，その
平均値と濃度指数を対応させたものが図6である。
要約して述べると，
写真2幽挨濃度指数測定然
i. 当然のととであるが AirSampler による浪度指数と労研式限竣計による限挨政度にはl明らか
に相関性が認められる。
i.両者の対応は初めに直線的であるが高濃度になるに従い曲線的に変化しており， 従来示されて
いるような直線的相関ではない。
ii i Iζ見られる事実については炉紙に捕集された際挨とそれに光を当てて得られる反射光束の
関係によるととは当然であるが，伊紙繊維の捕集機構によると考えられる。即ち炉紙iζ捕捉，沈
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話した粒子がP紙繊維の隙聞に深く濃くなっても表面的にはそれが反射光東との平行関係には現
われない乙とにもよるのではないかと考えられる。
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2. 3 二違式 AirSamplerの吸引量の検討
我国の AirSamplerは前述の械に10t /minの吸引量が基準になっている。二述式を使用して室
内外等を測定比較する場合は同l及引量で行'うのが普通であるが吸引量の検討を含めて二述式の吸引量
をそれぞれ1 2或いは 1: 3と変えた場合に実際のl吸引量が流量計の指示通りになっているかどう
かを乾式カ。スメーターを接続して検討した。その結果は図7に示す通りである。
図 7 即ち，両者の吸引量が10t /min : 10 l/min. 
15 t /min : 15 t /minと1: 1の場合には問題は
ないが，吸引量を 1: 2或いは 1: 3と変化させ
た場合には低流量の方は下り，高流量の方は目盛
より実際には大になるという結果である。乙れiζ
よりニ述式 AirSamplerを使用しての測定には
同量吸引では問題はないが吸引量を変えた場合iζ
は実際の流量lとは相当な相逃が生じていることを
注意する必要がある。
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1、 主主紙式 AirSapler は空気中浮世在庫挨の測定計
器としては比較的簡便に継続的測定が可能なので
割合広く利用されている。しかしその測定上にはいろいろ問題もあると考ーえられるがその検討はあま
りなされていない。
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筆者は本計器により大阪市の年聞の浮潜塵咲の変動を測定し， その結果を風速，温湿度寄与気象要素
との関連において盤理中であるが同時に本計器の機能， 特性について更めでの検討を行・った。
その目的は勿論測定結果をより有効に正確なものにするためであるが，とれらの検討の結果P紙式
Air Samplerの特性がある程度解明され，測定上注意すべき事を知り得たと考える。
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